
~ 50 ~ 
 

「電池のはたらき」の学習で 

おもちゃ作りを支援 

秋の生き物（自然）について解説を

行っているサイエンスサポーター 

５ 地域人材活用 

    本校では、地域の方の専門的な知識を生かし、学習活動のサポーターとして協力してい

ただいている。サポートしていただいているのは主に次の３つである。 

 

 (1) 理科や生活科でのサイエンスサポーター 

担任が実施する理科授業に、専門的な視点から

支援してもらうことにより、授業の一層の充実を

図ることを目的として、サイエンスサポーターを

導入している。サイエンスサポーターには、専門

的知識をもった地域の退職教員８名にご協力い

ただいている。支援内容は、観察・実験の補助等

である。 

５年「花のつくりと実や種子」の学習では、顕

微鏡の操作補助をしていただき、児童全員が 45

分間で数種類の花粉を観察することができた。 

４年「電池のはたらき」３年「風やゴムのはた

らき」の学習では、おもちゃ作りの補助をしてい

ただいた。児童一人一人がおもちゃ（自動車、メ

リーゴーランドなど）の設計図をかき、材料も自

分で集めた。担任一人で、児童全員のおもちゃ作

りの支援にあたる場合、出来上がらない児童がい

ることも考えられたが、５名のサイエンスサポー

ターに補助していただくことで、全員が 45 分間

で仕上げることができた。 

１、２年の生活科の学習では、地域にある「日

の岡山」に秋の自然を探しに出かけた際に、ゲス

トティーチャーとしてサイエンスサポーターに

解説をしていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 稲作アドバイザー  

本校には、体験学習田があり、米作りに取り組んで

いる。田植えや稲刈りは全校児童で行い、それ以外の

管理は５年生を中心に行っている。米作りに必要な

様々な活動のアドバイスを稲作アドバイザー４名にお

願いしている。 

  もみまき時には、もみを水につけて水に浮くもみは
稲刈りの様子 

【児童の感想】 

今日ぼくは日の岡山探検に行きました。「むべ」とか「柿」とか秋の食べ物が分かりました。

○○先生ありがとうございました。道の途中で、○○先生が芋と似ている食べ物を取ってくだ

さったので食べましたが、ぼくにとってはちょっと苦手な味がしました。 

 ぼくは、「むべ」が芋みたいな形をしていたから、最初何でこんな所に芋があるんだろうとび

っくりしました。でも、○○先生から「むべ」のことを教えてもらって、芋じゃないことが分

かりました。「むべ」という名前にもびっくりしました。 

 秋はちくちくするものがいっぱいで、草がいっぱいでした。わたしは、食べ物の名前はただ

つけただけだと思っていましたが、○○先生が話してくださったので、食べ物の名前はよく考

えてあるのが分かりました。 
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芽が出ないから捨てること、元肥ふりのときには、苗をしっかり育てるために、どんな

肥料が必要か、しろかきでは、土に十分に空気を送りこむことが必要であること、田植

え時には、どの苗にも日光がしっかりと当たるように、植えるラインをそろえることを

教えていただいた。５、６年生の「植物の成長」を学習するにあたって、体験を通して

の知識をいただいている。また、７～８月の手入れ（水の管理・草取り・害虫駆除等）

についても稲の成長と関連してアドバイスいただいている。かけ干しでは、米のデンプ

ンが日光にあたると甘みを増してくること、脱穀、籾摺り、精米では、米のつくりから

教えていただいた。 

 

 

 

 

 

(3) 農業高校との交流  

２年生を中心に「鹿本農業高校」との

交流を行っている。５月頃に土の耕し方、

うねの作り方、肥料の入れ方、野菜苗の

植え方などを教えてもらった。また、栽

培の途中では、「マリーゴールドを植えて

おくと、根に害虫がつかないこと」「葉に

はどんな害虫がくるか」「害虫がきたら消

毒ではなく、牛乳を薄めた液をかけると

害虫が呼吸ができなくなり死んでしまう

こと」「草取りをこまめにすること」など

を教えてもらった。 

児童は、教えてもらうたびに「うねを

つくるのは水はけをよくするためなん

だ」「どんな花がさくの？」「いつ実がなるの？」「どうしてマリーゴールドを植えると

害虫がこないの？」「害虫って実を食べちゃうの？」「牛乳で害虫を殺せるなんてすごー

い」と質問や感想を投げかけていた。栽培の途中では、毎朝水をかけたり、薄めた牛乳

を葉にかけたり、葉に付いたアブラムシをこまめにとったり、まだ実はならないのかと

見に行ったりしていた。 

ナスやピーマンなどの実がなってから夏野菜カレーを高校生と一緒に作って食べ、児

童は大満足の様子であった。 

また、冬野菜を育てる際に、農業高校の先生をゲストティーチャーに招いて、生活科

の授業も行った。児童だけの知識では解決できない問題に対し、アドバイスをいただい

た。「野菜にいっぱい足音を聞かせてあげると元気に育つよ。」という話を聞いて、ます

ます野菜畑に行く回数が増えていた。 

 

【児童の感想】 

今日は稲刈りをしました。あんなに小さかった苗も黄金色にたくましくなっていて、見てい

ない間にもこんなに生長していたのに驚きました。ぼくたちが育てたお米がどんな味なのか、

食べるのがとても楽しみです。これも稲作アドバイザーさん方のおかげです。 

野菜の育て方のアドバイスを行うゲストテ

ィーチャー 

【児童の感想】 

今日、鹿本農高のお兄さん達と畑作りをしました。最初にぼくたちだけで肥料を畑に入れて

混ぜました。最初は土が固かったけど、混ぜたらふわふわになって気持ちよかったです。お兄

さん達にうねの作り方を教えてもらいました。鍬を使うのは初めてだったけど、上手にできて

よかったです。 

鹿本農業高校のお兄さん達と畑作りをしました。４月にもしていたので、自分たちで結構で

きました。鍬やレーキを使ってうねを作るのはやっぱり大変だったけど、お兄さん達に手伝っ

てもらったので、上手にできました。お兄さんたちとも仲良くなれてうれしかったです。 


